
20231010 さくら学級の学びから：段ボールコンポストのすすめ 
 

金曜日は、さくら学級の研究授業でした。さくら農園で心を込めて野菜を

育てるところからこの学びは始まりました。育っていく野菜を世話し見

守る中に、理科的な視点、命のかけがえなさなど、多くの発見、学び、心

の成⾧があったことと思います。そして、自分たちが育てた野菜たちを使

った美味しいカレーパーティーを楽しみます。 

子どもたちは、この自分たちの育てた野菜とお店で売られている野菜と

の比較の中で、「規格外野菜」というものがあることがあることを知りま

す。これは、人の都合で人が決めた規格です。規格外の野菜の多くは流通

に乗ることもなく廃棄されます。その量は、フードロスとしてカウントさ

れません。統計の「もったいない」にすら入れてもらえないのです。しか

し、世の中ではそのことは「見て見ぬふり」をされているように思います。

こうした規格外野菜の廃棄は、これからも繰り返され、ストップすること

なく続いていくのでしょうか。「知らないふりはやめようよ」「だれかなん

とかしようよ」こうした思いや声を広げていくことは、とても意味のある

ことだと思います。こうした学びを積み重ねた子どもは、よりよく生きよ

うとする意志を強く持って未来を見つめ、今を生きていく人に成⾧して

いけるのではないかと考えます。 

さて、規格外野菜と併せて、生ゴミについてもさくら学級は学びの中で考

えようとしていました。生ゴミ処理については、これまでも述べてきまし

た。小平市や渋谷の学校の取組ついても紹介してきました。今回、さくら

学級の研究授業でご指導いただいた根本裕美先生と授業後に懇談させて

いただいたときに、先生はご自宅で「段ボールコンポスト」を実践されて

いると伺いました。この段ボールコンポストは、実に手軽にすぐに始めら



れる生ゴミ処理です。小平市でも資源循環課が、市民向けの講習会を行っ

ていて、この講習会にはさくら学級の先生にも参加してもらいました。 

以下、福岡県筑紫野市ホームページからご紹介します。 
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生ごみが肥料に！？ダンボールコンポストを始めてみませんか - YouTube

生ゴミ処理機は、最近通販でもよく売られています。しかし、ほとんどは

熱風で生ゴミを乾燥させる方式をとります。小平市の給食室に配備され

ているものもこの方式です。臭いが出ないのが最大の特徴ですが、電気を

たくさん使ってしまいエコではありません。このコンポストによる堆肥

作りは、微生物による「発酵」の力だけで行います。微生物たちにとって

不可欠な新鮮な空気が十分供給されないと、「発酵」ではなく「腐敗」に

よる分解が始まります。それは強い悪臭を放ち変な水が出てきます。プラ

スチック製のものでは、この大切な空気の供給が不十分になりうまくい

かないことがあります。それに対し、段ボールコンポストは、素材が空気

を通す上に調達がしやすいのがメリットです。もともと紙ですから、生ゴ

ミの水分でへたってしまわないように、少し頑丈な素材を選ぶといいで

すね。気軽に循環型ライフスタイルを始めてみませんか。


